
 UK のハムフェスト概要報告                             7L3TDU/M5AJA  福島誠治   
 

・日時 7/30（日） 10:30-17:00 1 日のみ  ちょっと時間が短くて残念。 
・場所 ハットフィールドハウス  ロンドン郊外のHerts州。 

電車でも車でも 30分。昔の Mansionです。 
本物の Mansionでして、和製英語の3LDKぽっちのマンションではありません。 
現在この規模の Mansionに住んでいる個人（貴族階級）は少なく、たいてい国有地になって観光資源 
になっています。ハムフェストはその広大な敷地の一角に仮設テントを張って設営しています。 
敷地は端から端まで見えないような広さです。 

・入場料 ２ポンド（約 330円） 
・大きな仮設テントが３つ 

テント内に連盟、大手販売店、日系メーカーのブースがあります。 
BATC（ATVのクラブ）は以前 ATVレピーターのデモをやっていて大変精力的でしたが、 
今回はブース出展のみ。AMSAT-UKは同日の総会開催のため影も形もなし。 

・キャラバンスタイル 
大きなクラブは車でキャラバンを引いてきて、キャラバンや大型テントでクラブ紹介。 
Royal Air Force（空軍）のクラブが一番目立っていました。 

・仮設住宅スタイル 
Radio communications Agency（電監の免許部門相当）は小さいもののプレハブを建てて、 
各種申請書、UK周波数割当基準、キャンディ、アクセサリー、ボールペンを「無料」で 
配っていました。日本で言えば「日本国周波数割当基準」までただで配っているのです！ 

・露天 
個人や小型販売店が自分の車の前にテーブルを並べて、やっていました。無線に全然関係ないものも 
多いです。でも、JAのハムフェア同様ジャンク（ごみ）が多く、いいものを見つけるのは大変。 

・移動遊園地 
ヨーロッパに良くあるタイプ。メリーゴーランドやティーカップの遊園地が移動でやってきます。 

・音楽会 
露天でジャズやブラスバンドを常時何かしら演奏。椅子に座って聞いてもいいし、 
芝生に寝転がって聞いてもOKです。 

・ラジコンデモ 
ラジコン飛行機、ヘリ、グライダーのデモ。 

・感想 
遊園地以下と Mansionと庭園などは、お父さんが無線に専念していても、お母さん、子供が他で 
遊べるような心配りです。 規模は日本のハムフェアより小さいですし、デイトンとは比較にならな 
いほど小さいです。ビール位なら飲んでも運転できますので、露天をうろうろしながら、たまに 
ビール飲んで日光浴してもいいし。天気は大変珍しく快晴で、日本人は私を含めて４名確認しました。 
--- End ---    
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